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１
１
月
２
５
日
、
都
内
に
お

い
て
開
催
し
、
貨
物
鉄
産
労
か

ら
は
、
大
杉
委
員
長
・
小
笠
原

副
委
員
長
・
辻
村
書
記
長
が
参

加
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
産
業
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
の

み
な
ら
ず
、
バ
ス
・
ホ
テ
ル
・

旅
行
業
・
飲
食
・
船
舶
な
ど
、

Ｊ
Ｒ
産
業
を
構
成
す
る
多
く
の

業
種
や
業
態
で
、
正
常
な
運
営

が
困
難
に
な
る
ほ
ど
、
深
刻
な

影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
多
く
の
職
場
で
は
、

休
業
や
一
時
帰
休
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
働
く
仲
間
は
、
将
来
は

も
と
よ
り
今
後
の
生
活
や
雇
用

に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
産
業
は
、
指
定
公
共
機

関
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ

て
も
社
会
的
使
命
を
果
た
し
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
営
業
収
入

の
激
減
は
経
営
に
相
当
な
ダ
メ

ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
グ

ル
ー
プ
会
社
に
お
い
て
も
同
様

で
、
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
最
悪
の
状

態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
後
の
Ｖ
字
回
復
が
見
込
め

ず
、
影
響
が
長
引
く
恐
れ
も
あ 

り
、
指
定
公
共
機
関
の
役
割

や
、
雇
用
の
確
保
・
維
持
す
る

こ
と
が
極
め
て
困
難
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「
２
１
世
紀
の
鉄
道
を
考

え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
Ｊ

Ｒ
連
合
は
、
直
面
す
る
難
局
を

克
服
す
る
こ
と
に
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
前
提

と
し
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
地
域

の
経
済
・
社
会
を
支
え
続
け
ら

れ
る
よ
う
持
続
的
な
発
展
を

期
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
働

く
仲
間
が
安
心
し
て
働
き
続

け
る
こ
と
出
来
る
環
境
を
構

築
す
べ
く
、
下
記
の
点
に
つ
い

て
強
く
要
請
し
実
現
を
求
め

ま
し
た
。 

 

榛
葉
参
議
院
議
員 

 

各
単
組
委
員
長 

    

・
リ
ン
ゴ
物
販
、
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

  

・
飲
酒
を
伴
う
機
会
が
増
え
る

時
期
で
す
。
節
度
あ
る
行
動
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
が
猛
威
を
奮
っ
て
い
ま

す
。 

緩
め
た
手
綱
を
も
う
一
度
締
め

直
し
、
感
染
症
予
防
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。 

    

 

１
、
Ｊ
Ｒ
産
業
を
守
る
た
め
雇
用

の
確
保
が
最
優
先
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
を
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
ま
で
の
間
、
継
続

す
る
こ
と
。 

  

２
、
指
定
公
共
機
関
と
し
て
緊
急

事
態
宣
言
下
に
お
い
て
も
、

事
業
継
続
し
な
が
ら
未
だ

公
共
交
通
の
需
要
回
復
が

十
分
に
は
現
れ
て
お
ら
ず
、

経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
と
し
て
負
担
の
大
き
い

固
定
資
産
税
を
は
じ
め
と

す
る
諸
税
や
社
会
保
険
料

な
ど
、
公
租
公
課
の
負
担
軽

減
措
置
を
延
長
・
拡
充
す
る

こ
と
。 

  

３
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
自
立
に

む
け
て
、
２
０
２
１
年
度
以

降
に
お
け
る
当
面
の
支
援

（
予
算
・
税
制
）
を
継
続
・

拡
充
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

当
該
３
社
の
経
営
自
立
の

絵
姿
を
明
確
に
し
た
上
で
、

必
要
な
経
営
支
援
を
実
現

す
る
こ
と
。 

 

 

 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
会
長  

 

 

国
土
交
通
省
上
原
局
長  
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世
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の
鉄
道
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員
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ォ
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Ｊ
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産
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緊
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解
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た
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を
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